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第3回持続可能な酪農研究会

IDFワールドデーリーサミット（WDS）2025

概要およびWDS2026の予告について



全体概要
日時：202５年10月２０日（月）－２３日（木）

（IDFビジネスミーティング：10月１６日（木）－１９日（日））

場所：サンティアゴ（チリ） 完全対面方式

会場：ホテルインターコンチネンタルサンティアゴ

サミットテーマ：Nourishing a sustainable world

（持続可能な世界を育む）

参加者：1,090名以上（４８か国）

日本からの参加者：３９名（佐藤Jミルク理事他）

講演：4日間で7つの全体会議と分野別に２１のセッションについて合計約９０演題

ポスター発表：8部門に約89件エントリー（日本から8件発表）
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サンティアゴサミットの特徴
○プログラムの特徴について

1)セッションでは栄養健康、気候変動、動物福祉、技術変革、生産効率の

主要課題に加え、 AI技術、生物多様性等が議論されるとともに、酪

農乳業の持続可能性への包括的アプローチが強化

２）サミット初の南米開催で、チリを始めとする多数の南米のスピーカー

が登壇、ラテンアメリカ地域の酪農産業の活力と進化だけでなく、持

続可能性やイノベーション等について、アピール

３)２０２４年に発表された、酪農乳業界の持続可能性に向けた世界的な

変革を加速させることを目的とするIDF、FAOによる「持続可能性

に関するデーリー・パリ宣言」（PDDS）の推進・進捗確認セッションが

開催

※同時通訳について

日本語への同時通訳ツールとして、4日間を通じてAI通訳アプリ

（Wordly）を採用、音声と文字を同時に発信。複数の言語のディスカッ

ションがあっても自動で日本語に通訳
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サミットプログラム(1日目、2日目)
10月20日（月）

○4つの全体会議

・開会セレモニー （IDF、FAO、チリ農業大臣等による挨拶）

・ワールドリーダーズフォーラム

・世界の酪農乳業報告2025

       （ノルウェー、チリ、フランス等から酪農乳業の動向について講演）

・IDFフォーラム（IDFの現状と課題、今後について）／PDDSセッション

10月21日（火） 

○全体会議（持続可能な世界を育む）

○分野別セッション

    ・搾乳技術および家畜の健康と福祉 （搾乳の自動化とAI、ワンヘルスなど）

・経済・マーケティング（国別酪農政策／経済、酪農市場の持続可能な成長など）

・加工技術（ホエイの市場価値、UHT技術革新、加工ラインにおける検査）

・IMPトロフィー、IDFデーリーイノベーション賞
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ワールドリーダーズフォーラム

分野別セッション



サミットプログラム(3日目、4日目)
10月22日（水） 

○全体会議（持続可能な食料システム：コミュニティの役割）

○分野別セッション

    ・乳の栄養・健康（食料安全保障、食事ガイドライン、学校給食プログラム）

・酪農における労働力（包括性と多様性、次世代酪農乳業、酪農とビジネス）

・気候変動と酪農の未来（気候変動対応、低排出酪農産業、持続可能な加工）

10月23日（木） 

○全体会議（基準から安全へ：酪農乳業規制の未来を形作る）

○分野別セッション

    ・食品規制の進化（乳製品用語の保護、南米の食品表示、貿易と国際規格）

・食品安全:対応から予防へ（水の再利用、加工環境の病原性微生物対応）

・IDFパベル・イェレン若手科学者賞、IDF科学ポスター賞
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会場の様子

日本から最優秀ポスター賞に選出



サミット総括（次回に向けて…個人的観測を含む）

○サミットでは、成功事例と課題が共有され、討論の場となった

1)例えば、 「搾乳の自動化とAI 」セッションでは、作業の効率化のみならず、

人や牛のストレスの削減にも自動化やAIが貢献している話があった

⇒人・モノ・金のバランスが取れた酪農乳業をいかに進めていくか

２）PDDSセッションでは、目的など、いままで曖昧であった部分がリー

ダーたちの共通のコミットメントによりある程度明確化された

⇒急速に変化する世界に対し、 持続可能な酪農乳業に対する未来を構想

しつつ、乳業各社のコミットメント達成に向け今後進めていく

○次回サミット（ニュージーランド）では、今までの課題を継承しつつ、最先端の牧

畜システムと持続可能な酪農生産におけるリーダーシップに焦点を当て、未来

志向の解決策を支える機会の創出を目指す（NZ事務局より）
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サミット終了後の技術視察



www.idfwds2026.com

http://www.idfwds2026.com/


IDFワールドデーリーサミット2026について（予告）

日時：202６年１１月１５日（日）～２０日（金）

開催都市：オークランド（ニュージーランド）

テーマ：Healthy People, Healthy Planet, 

Healthy Economies

（健全な人・地球・経済）（仮）

会場：ニュージーランド国際会議センター(NZICC）

専用サイト：https://www.idfwds2026.com/

サミットでのトピック（予定）：

・地球環境（2030年GHG削減に向けた未来の農業など）

・人（乳製品の栄養的潜在力最大活用、乳製品と社会など）

・経済（乳製品栄養の経済性、酪農ビジネスの進化など）

・農業（放牧システム、牧畜農業の強みと課題など）

https://www.idfwds2026.com/


Auckland, New Zealand



www.idfwds2026.com

http://www.idfwds2026.com/


ニュージーランド
国際会議センター（NZICC）



NZICC 内部の様子

月曜日
Level 5

2050 人収容 2155 人収容

火曜日/水曜日
Level 3



www.idfwds2026.com

http://www.idfwds2026.com/


7.00-8.00am
スポンサー提供朝食会 技術シンポジウム

8.30-10.00am
全体会議－乳製品栄養の経済学

3.30-5.00pm
全体会議と閉会挨拶

7.00-8.00am
スポンサー提供朝食会 技術シンポジウム

18日（水）17日（火）

ガラディナーファーマーズディナー

10.00-10.30am 休憩 10.00-10.30am 休憩

昼食 昼食

3.00-3.30pm 休憩 3.00-3.30pm 休憩

8.30-10.00am
開会式・式典

16日（月）

10.00-10.30am 休憩

昼食

2.30-3.00pm 休憩

2.00-4.00pm
乳業科学における重要な

イノベーションイベン ト

過去と未来

100周年

ニュージーランド酪農研究所

/ フォンテラ研究開発センター

１１月15日（日 ）

歓迎レセプション

10.30-12.30pm
開会全体会議およびリーダーズ
フォーラム

3.00-4.30pm
IDF フォーラム

1.30-2.30pm
IDF デーリーイノベーション賞

8.30-10.00am
全体会議 - 積極的な変化の推進

4.30-5.30pm
全体会議と閉会の挨拶

世界の酪農
状況報告と
経済見通し

牧畜農業の
強みと課題

未来の食の
選択を牽引

する

農場外技術
とイノベー
ション

農場内技術
とイノベー
ション

食品安全と
品質

酪農乳業と
社会

酪農乳業サプ
ライチェーン
におけるビジ
ネスモデルの

進化

市場の制限
と歪み

健全な地球
のための自
然に基づく
解決策

栄養、酪農
の可能性を
最大限に活

用する

IDFパベル・
イェレン若手
科学者賞

学生発表

未来の農業
に向けた適

応策

バイオセキ
ュリティと
ワンヘルス
経済学

健全な事業
運営におけ
るレジリエン
スの役割

2030年温 
室効果ガス
削減目標実
現に向けて

酪農乳業が
健全な経済
に貢献する
上でのコ ミ
ュニケーシ
ョン課題

酪農乳業が
もたらす全
ての成功

栄養：乳業
の潜在能力
を最大限に
活用する

包装技術の
動向

プログラム（暫定 ）



登録と開始日、追加オプション

ACTION DATE

ポスター要旨受付開始 2026年1月12日（月）

早期登録 2026年4月1日～7月17日

要旨締切 2026年5月4日（月）

発表者通知
早期登録割引適用期間

（4週間） 2026年6月19日（金）

通常登録 2026年7月18日～9月18日

遅延登録 2026年9月19日～現地

学生登録
同伴者

ファーマーズディナー
ガラディナー

テクニカルツアー



Supported by

Diamond SilverGold

Other Sponsors

Sponsors to date

Sponsors to date



共催スポンサーによる開催

ワイカト（北島 ）
• フォンテラ・テ・ラパ、ミルクテストNZ（研究 所）、

農場 – オークランドから約1時間

• ワイカト/ロトルア地域商用農場
「自然に基づく解決策」

マナワトゥ（北島）
• フォンテラ研究開発センターおよびマッセイ大 学

研究農場 – パルマーストン・ノースまで飛行機で
1時間

カンタベリー（南島）
• フォンテラ・ダーフィールドおよび農場 – ク

ライストチャーチまで飛行機で1.5時間

ゴールド／シルバースポンサー
テクニカルツアーのホスト機会あり

ワイカト（北島 ）

マナワトゥ（北島 ）

カンタベリー（南島 ）

テクニカルツアー(11月19-20日)
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